
内 内 円

その他

人 従人 内 人 人 内 円

　 　
(摘要)　住宅借入金等特別控除可能額 国民年金保険料等の金額

（摘要）に控除対象配偶者、扶養親族の氏名、続柄及び前職分の加算額、支払者等を記入してください。

人

1 1

同居 別居

給与支払報告書（個人別明細書）の記入例と特に注意すべき事項「控除対象配偶者の有無等」の欄に〇印を記入し
てください。なお、配偶者特別控除の場合は控除金
額を必ず記入してください。

給与所得者の平成２４年１月１日現在の住所を記入して
ください。（ここに記入した住所の市区町村へ提出することに
なります。）

１６歳未満の被扶養者については「控除対象扶養
親族の数」欄には記入せず、「１６歳未満扶養親
族」欄にその数を記入してください。所得控除はあり
ませんが、住民税の非課税基準を判定する上で必
要ですので、忘れずに記入してください。

24 ※ フリガナを必ず記入してください。
個人を特定する重要な情報となります。

支 払
を 受 け
る 者

住

所

又

は

居

所

※区分 氏

 
名

(受給者番号)

備前市東片上１２６
(フリガナ) ビ ゼ ン タ ロ ウ

給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書

）

(役職名)

備 前 太 朗
種      別 支 払 金 額 給与所得 控除 後の 金額 所 得 控 除 の 額 の 合 計 額 源 泉 徴 収 税 額

6,465,000 4,631,200 3,846,300 0
本年中に中途就職または退職の場合は該当に〇
印を記入してください。〇印がないと、退職者でも在
職者として取り扱う可能性があります。
なお、中途就職後、同年中に退職があった場合は
退職年月日を記入してください。

給 料 ・ 賞 与
円 円 円

控除対象配偶
者 の 有 無 等

配 偶 者 特
別控除の額

控 除 対 象 扶 養 親 族 の 数 障 害 者 の 数
社 会 保 険 料
等 の 金 額

生命保険料
の 控 除 額

特   別

地 震 保 険
料の控除額

住宅借入金等
特別控除の額

老
人

（　配　偶　者　を　除　く　） (本人を除く)
特   定 老　   人 その他 配偶者特別控除額がある場合には、配偶者の合計所得

額を必ず記入してください。（収入金額ではありません。）
例）パート収入：1,110,000円の場合
　　所得金額：460,000円となります。

　
有

　
無

従
有

従
無

円 人 従人 内 人 従人 円 円 円

1310,000 1 1 1 686,300 100,000 30,000 39,200○ 　 1 　 1

円

居住開始年月日 平成18年12月1日
個人年金保険料の金額 132,450 円

前職:岡山県備前市△△番地　□○商事　支払750,000円　社保132,642円　税額12,260円　H23.3退職
妻：花子（S35.3.5）　子:一郎（H3.6.1）　次郎（H6.3.3）　草子(H10.10.10（年少）)　父:一夫(S2.2.2)身体障害1級

120,000 円

災
害
者

460,000172,080 円
配偶者の合計所得

支払った保険料の金額です。控除額ではありません。
旧長期損害保険料の金額 25,000 円

受 給 者 生 年 月 日 生年月日を必ず記入してください。
個人を特定する重要な情報となります。平特

別

そ

の
他

一
般

特
別

就職 退職

勤
労
学
生

中 途 就 ・ 退 職

日

1

年 月 明大 昭

（
市
区
町
村

提
出
用

）

○ 23 4

 
歳
未
満

扶
養
親
族

未

成

年

者

外

国

人

死
亡
退
職

11

乙
　
欄

本人が障害者 寡　婦 寡

夫

住宅借入金等特別控除について
「住宅借入金等特別控除の額」の欄には所得税額から控
除した金額を記入してください。所得税額から控除しきれな
かった場合は、摘要欄に控除可能の全額を記入してくださ
い。
※居住開始年月日⇒住民税における取扱いが異なります
ので、必ず記入してください。

○ 35 1

同居老人扶養控除の対象は本人又は配偶者の直系尊
族（父母や祖父母など）です。

扶養親族のうち、障害者に該当する場合は１６歳未満で
あっても記入してください。

年 月 日

支

払

者

住所(居所)
又は所在地

備前市東片上○×△

氏 名 又 は
名 称 ○×工業

( 電 話 ) ０８６９－６４－３３０１

「摘要」欄
・扶養親族の名前、続柄を忘れずに記入してください。（扶養親族が市外居住者の場合、住所も記入してくだ
さい。）
・１６歳未満の被扶養者については名前の後に「（年少）」と記入してください。
・中途就職者のうち、前職がある場合は、その給与支給額、源泉徴収税額、社会保険料、支払者の所在
地・名称を必ず記入してください。
・パート・アルバイト等で、特別徴収ができない方は、「普通徴収希望」と記入してください。
・提出後に訂正がある場合は、新たに給与支払報告書を作成し、「訂正分」と記入し、訂正内容を明記の
上、再提出してください。
・年末調整をしていない場合は、『給与所得控除後の金額』欄及び『所得控除の額の合計額』欄については
空欄とし、「年調未済」と記入してください。
・居住地と住民登録地が異なる場合は、住民登録地を記入してください。

【提出に際しての注意事項】

・給与支払報告書は，金額の多寡にかかわらず平成２３
年中に支払った方全員　（退職者，パート，アルバイト，季
節雇用等を含む）について提出してください。

・受給者ごとに市町村提出用（２枚）を重ねて提出してくだ
さい。

※ 今回から様式が変更されています。（『１６歳未満扶養親族』欄の追加等）
ご注意ください。

内

1

内

0

人

16 【確認事項】 
 
□住所は平成２４年１月１日現在の
ものですか？？ 
 
□フリガナ、生年月日は記入してい
ますか？？ 
 
□前職分を含めて年末調整をした
場合、前職の情報を摘要欄に記入
していますか？？ 
 
□１６歳未満の扶養親族がある場
合、「１６歳未満扶養親族」欄にその
数を記入していますか？ 
 
□「摘要」欄に扶養親族の名前、続
柄を記入していますか？？ 
 
□住宅借入金等特別控除がある場
合、居住開始年月日を記入してい
ますか？？ 

専従者給与の場合は「専給」と記入してください。 


